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年
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十
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日
受
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（
質
問
の 

二
） 

答

弁

第

二

号 
   

衆
議
院
議
員
瀨
長
亀
次
郎
君
提
出
駐
留
軍
労
務
費
の
一
部
負
担
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
三
第
二
号 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
六
日 

衆

議

院

議

長 
保 
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茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
瀨
長
亀
次
郎
君
提
出
駐
留
軍
労
務
費
の
一
部
負
担
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
か
ら
四
ま
で
及
び
十
二
に
つ
い
て 

在
日
米
軍
等
に
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
の
労
務
に
係
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
の
生
活
及
び
雇
用
関
係 

を
安
定
し
た
基
盤
の
上
に
置
く
と
の
観
点
か
ら
、
現
在
、
地
位
協
定
の
わ
く
内
で
解
決
を
図
る
べ
く
日
米
間
に 

お
い
て
交
渉
中
で
あ
り
、
い
ま
だ
結
論
を
得
る
に
至
つ
て
い
な
い
。 

五
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て 

在
日
米
軍
等
に
勤
務
す
る
従
業
員
の
雇
用
に
関
す
る
事
務
の
処
理
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
暫 

 
 

定
支
払
方
式
を
採
り
、
ま
た
、
日
本
側
の
支
払
額
と
米
側
の
支
払
額
と
の
間
に
差
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
日
米 

間
の
労
務
提
供
契
約
に
基
づ
き
米
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
経
費
の
額
が
年
度
ご
と
に
日
米
双
方
で
協
議
の 



九
に
つ
い
て 

十
及
び
十
一
に
つ
い
て 

政
府
は
、
在
日
米
軍
等
に
勤
務
す
る
従
業
員
の
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
米
側
と
の
交
渉
に
お
い

て
は
、
従
来
か
ら
こ
れ
ら
従
業
員
の
雇
用
と
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
そ
の
交
渉
に
当
た
つ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
態
度
で
こ
れ
に
臨
む
所
存
で
あ
る
。 

上
、
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
協
議
及
び
こ
の
協
議
の
結
果
に
基
づ
く
精
算
に
は
、
長
期
間
を
要

す
る
こ
と
等
の
諸
般
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
昭
和
三
十
五
年
七
月
か
ら
昭
和
四
十
年
三
月
ま
で
の
米
側
か
ら
の
償
還
額
の
合
計
は
、
三
十
一
億
九

千
四
百
万
円
で
あ
る
。 

御
質
問
の
期
間
に
お
け
る
償
還
額
に
つ
い
て
は
、
米
会
計
年
度
に
よ
り
精
算
さ
れ
て
お
り
、
米
会
計
年
度
と

我
が
国
の
会
計
年
度
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
会
計
年
度
に
対
応
す
る
額
の
算
出
は
、
困
難
で
あ
る
。 

四 

 



 

五 

右
答
弁
す
る
。 




